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2
0
0
3
年
イ
ラ
ク
侵
攻
。
電
光
掲
示
板
に
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
闇
夜
に
星
条
旗
が
は
た
め

く
。
背
筋
に
冷
た
い
も
の
が
は
し
る
。
写
真
家
は
、
そ
の
時
、
当
事
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
取

材
中
だ
っ
た
。
ま
さ
に
路
上
に
い
ま
の
世
界
が
映
っ
て
い
た
の
だ
…
。（
上
掲
写
真
）

　

第
24
回
林
忠
彦
賞
は
、
2
0
0
2
年
か
ら
2
0
1
4
年
ま
で
ハ
バ
ナ
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、モ
ス

ク
ワ
、
上
海
、
パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
、
東
京
と
東
西
を
代
表
す
る
７
つ
の
都
市
を
順
に
め
ぐ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
〝
い
ま
〞
を
と
ら
え
た
写
真
集『
S
T
R
E
E
T 

R
A
M
B
L
E
R
』が
受
賞
し
た
。

　

作
者
は
中
藤
毅
彦
さ
ん
。
1
9
7
0
年
東
京
生
ま
れ
。
44
歳
。
高
校
時
代
か
ら
ロ
ッ
ク
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
写
真
を
撮
る
。
そ
の
勢
い
で
写
真
学
校
を
目
指
す
が
親
の
反
対
で
断
念
、
早
稲
田

大
学
第
一
文
学
部
に
進
学
し
た
。
し
か
し
そ
こ
で
も
写
真
部
に
入
り
暗
室
作
業
に
没
頭
、
ま
た

ぞ
ろ
写
真
の
虫
が
騒
ぎ
だ
し
た
。

　

今
度
は
明
確
な
目
標
が
あ
っ
た
。ス
ト
リ
ー
ト
フ
ォ
ト
の
大
家
、森
山
大
道
そ
の
人
だ
。当
時
、

東
京
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
写
真
学
科
で
教
え
て
い
た
。
居
て
も
立
て
も
い
ら
れ
ず
、
大
学
は
中

退
、
す
ぐ
さ
ま
森
山
ゼ
ミ
に
入
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
作
品
も
発
表
し
始
め
た
。
と
は
い
う
も

の
の
こ
の
頃
は
、
ど
う
し
て
も
森
山
先
生
の
ス
タ
イ
ル
が
拭
い
き
れ
な
か
っ
た
。

　

2
0
0
0
年
に
は
、
制
作
し
た
ら
す
ぐ
に
発
表
で
き
る
よ
う
に
と
自
主
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ニ
エ

プ
ス
」
も
立
ち
上
げ
た
。
そ
し
て
、
2
0
0
1
年
写
真
集
『
W
in
ter
l
ic
h
t
』
を
出
し

た
あ
た
り
か
ら
中
藤
さ
ん
の
表
現
は
独
自
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
に
か
く
旺
盛
な
制
作
力
と
そ
の
量
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
生
涯
の
目
標
と
日
々
の
日
課
が
徹
底

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

近
年
、そ
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
の
が
今
回
の
受
賞
作『
S
T
R
E
E
T 

R
A
M
B
L
E
R
』だ
。

　

2
0
0
1
年
、
東
欧
の
旧
社
会
主
義
国
ブ
カ
レ
ス
ト
を
撮
影
し
て
以
来
、
自
ら
の
都
市
論
の

形
が
見
え
始
め
た
。
資
本
主
義
と
二
項
対
立
し
て
い
た
社
会
主
義
の
崩
壊
が
、
世
界
を
考
え
る

う
え
で
ど
う
し
て
も
気
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
資
本
主
義
を
象
徴
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
東

側
陣
営
の
盟
主
で
あ
っ
た
モ
ス
ク
ワ
と
い
う
よ
う
に
7
つ
の
都
市
を
選
び
だ
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
都
市
は
、
過
去
多
く
の
写
真
家
が
挑
み
、
優
れ
た
仕
事
を
残
し
て
き
た
。
中
藤
さ

ん
は
そ
の
こ
と
に
も
敬
意
を
は
ら
い
厳
か
な
気
持
ち
で
立
ち
向
か
っ
た
。　　

　

ま
ず
、
街
に
風
土
に
人
々
に
同
化
し
、
ひ
た
す
ら
歩
く
。
す
る
と
予
期
せ
ぬ
光
景
や
そ
こ
に

生
き
る
人
々
の
真
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
そ
う
な
る

と
頭
で
は
な
く
体
感
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。
そ
し
て
最
終
工
程
と
な
る
印
画
作
業
に
は
さ

ら
に
こ
だ
わ
っ
た
。
粗
い
粒
子
の
白
黒
の
ハ
イ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。
見
る
人
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
訴

え
か
け
る
迫
真
の
焼
き
。
こ
れ
こ
そ
が
中
藤
さ
ん
の
真
骨
頂
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
見
、
既
視
感
を
誘
う
が
、
熟
視
す
る
と
不
可
思
議
な
未
知
の
都
市
像
が
広
が
っ
て
く
る
。

こ
の
写
真
群
は
観
念
で
は
な
く
、
体
全
体
で
感
じ
と
る
と
い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
体
温
や
匂

い
さ
え
も
感
知
で
き
た
ら
も
う
言
う
こ
と
は
な
い
。

　

そ
ん
な
都
市
論
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
人
工
物
に
囲
ま
れ
た
愛
す
べ
き
故
郷
・
東
京

だ
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
も
何
千
何
万
の
ま
だ
見
ぬ
都
市
の
一
葉
が
世
に
送
り
出
さ
れ
て
い
く
。

　

中
藤
さ
ん
の
〝
都
市
愛
〞
の
旅
は
ま
だ
ま
だ
つ
づ
く
の
で
あ
る
。

（
周
南
市
美
術
博
物
館
館
長　

有
田
順
一
）

「ニューヨーク」より

「STREET RAMBLER」 中藤 毅彦
第
24
回 

林
忠
彦
賞

な か ふじ た け ひ こ

受
賞
記
念
写
真
展
周
南
市
美
術
博
物
館

5
月
15
日（
金
）〜
24
日（
日
）　
入
場
無
料

９
時
30
分
〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）
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？

　毎年恒例の春のサロ
ンコンサートは、4月
11日（土）、グループひ
びきによる和楽器アン
サンブルの演奏をお届
けしました。午前、午後の部ともに箏、
尺八等が「春の海」などを優美に奏で、
立方（日本舞踊）の美しい舞もあり、会
場はおおいに魅了されました。
　特別出演された、若手プロ尺八奏者、
田嶋謙一さんによる演奏も美しく、華や
かに締めくくられました。

美博クイズ～！ 〈16〉　もんだい
び は く

下の写真は何をしている
ところでしょうか？

しゃしん なにした

こたえはどこかのページにあるよ。さがしてみよう！

■日本光画会山口支部発足10周年記念写真展
■第43回山口県写真作家集団会員展
■第13回宝会書法展

午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）　入場無料周南市美術博物館　その他の5月の展覧会
…………………………… 5月2日（土）～4日（月・祝）（最終日は午後４時まで）［展示室1］

…………………………………………………………………… 5月6日（水・休）～10日（日）［展示室1］
………………………………………………………… 5月28日（木）～31日（日）（最終日は午後４時まで）［展示室1・2］

春のサロンコンサート
たくさんのご来場ありがとうございました。

周南展 林忠彦の故郷
周南市美術博物館
5/15（金）～24（日）
9：30～17：00　月曜休館

5/16（土）10：30～ トークショー「都市を写す」
話 し 手：中藤毅彦
聞 き 手：有田順一（周南市美術博物館館長）
定　　員：40名（先着順）
電話申込：TEL 0834-22-8880

東川展（北海道） 写真の町・東川
東川町文化ギャラリー
11/29（日）～12/13（日）会期中無休
10：00～17：30（最終日は15：00まで）

今後の
受賞記念
写真展

2015.05.01

《モチモチの木》　1971年　©JIRO TAKIDAIRA OFFICE Inc.

財団会員には、6月号発送の際に招待券を
お送りします。（家族会員は一家族につき2枚）

周南市美術博物館開館20周年記念

滝平二郎の世界展
た き だ い ら じ ろ う

6月12日（金）～7月26日（日）
─ 帰りたくなるふるさとがここにあります。

第24回 林忠彦賞 「 」な か ふ じ た け ひ こ

中藤 毅彦

受賞の喜びを語る中藤毅彦さん
青木龍一・周南市副市長より
表彰状、副賞、ブロンズ像が授与されました

─ 授賞式並びに祝う会・受賞記念写真展を開催 ─

　受賞者の中藤毅彦さんに、青木龍一・周南市副市長より、
賞状と目録、ブロンズ像が授与されました。
　授賞式には、細江英公選考委員長、大石芳野副委員長を
はじめ、日本写真家協会会長田沼武能氏や歴代受賞者の
方々など、大勢の写真関係者が列席し、受賞を祝いました。

会場入口
（東京ミッドタウン、
フジフイルムスクエア）

　受賞作「STREET RAMBLER」を展示。中藤さ
んの力強いモノクロームの作品は国内外で人気があ
り、東京展でも連日多くの方が観に来られました。

■授賞式並びに祝う会
4月17日（金）
コートヤード・マリオット銀座東武ホテル（東京）

■受賞記念写真展
4月17日（金）～23日（木）
富士フイルムフォトサロン（東京ミッドタウン）

STREET RAMBLER
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！

　まど・みちおの
抽象画は、画用紙
にボールペンや水
彩絵の具、クレヨ
ンなどを使って描
かれています。何
重にも塗り重ねられてできあがった独特の色合い。ま
ど・みちおの「色の世界」をお楽しみください。

　第24回林忠彦賞受賞記念写真展
「STREET RAMBLER」の開催に
あわせ、林忠彦のニューヨークで
のストリートスナップを「アメリ
カ1955」より紹介します。ぜひ見
比べてみてください。

　

周
南
市
美
術
博
物
館
で
は
、
本
紙
3
月
号

で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
有
料

の
展
覧
会
を
67
回
開
催
し
、
様
々
な
作
品
や

資
料
を
展
示
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
、
当
館
に
や
っ
て
き
た
国
宝
や
重
要

文
化
財
、
重
要
美
術
品
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
は
、平
成
10
年
度
に
開
催
し
た「
大

和
ま
ほ
ろ
ば
展 

│ 

大
和
王
権
と
古
墳 

│
」。

藤
ノ
木
古
墳
出
土
の
棘
葉
形
杏
葉
な
ど
の
馬

具
や
須
恵
器
、
島
の
山
古
墳
出
土
の
石
製
合

子
な
ど
の
重
要
文
化
財
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
度
に
開
催
し
た
「
絵
画
へ
の
招

待 

│ 

人
･
街
･
宇
宙
」
は
、
東
京
国
立
近
代

美
術
館
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
国
立
国

際
美
術
館
所
蔵
の
洋
画
を
紹
介
し
た
展
覧
会

で
、
重
要
文
化
財
「
エ
ロ
シ
ェ
ン
コ
氏
の
肖
像
」

（
中
村
彝
作
）
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
15
年
度
開
催
の
「
川
端
康
成 

文

豪
が
愛
し
た
美
の
世
界
」
で
は
、
国
宝
の
池

大
雅
「
十
便
図
」、
与
謝
蕪
村
「
十
宜
図
」、
浦

上
玉
堂
「
凍
雲
篩
雪
図
」
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

近
い
と
こ
ろ
で
は
、平
成
25
年
度
開
催
の「
茶

の
風
景 

出
光
美
術
館
名
品
展
」で
、重
要
文
化
財「
赤
楽
兎
文
香
合
」

（
本
阿
弥
光
悦
作
）、「
絵
唐
津
葦
文
水
指
」、
重
要
美
術
品
「
山
水
図
」

（
伝
周
文
）
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
宝
級
の
資
料
を
展
示
す
る
た
め
に
は
、
温
湿
度
や
照
度
、
空

気
環
境
、
警
備
や
防
災
体
制
な
ど
が
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。当
館
は
そ
の
た
め
、日
々
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
品
に
よ
っ
て
は
室
内
が
暗
く
て
見
え
に
く
か
っ
た
り
、
観
覧
中

に
決
ま
り
ご
と
が
多
い
の
も
、
大
切
な
資
料
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。
こ
の
点
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
展
覧
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ま
と

一
緒
に
こ
の
館
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
森
重
祥
子
）

　1922年（大正11）、徳山市御弓町に生まれ
た宮崎進は、4年にわたるシベリア抑留を
経て帰国。その後、画家として活動を始め
ます。戦後70年の歴史と重なり合う画家と
しての人生は、宮崎進にしか描けない作品
を生み出しました。耐え難い戦争体験を生
きる希望へと昇華させるまでの壮絶な道の
りを、その画業を通してふり返ります。

美博クイズ～！ 〈16〉　こたえ
び は く

展覧会のことをより多くの人に知って
もらうために、チラシやポスターを
作って送るのも美術博物館の大切な
仕事なんだ。学校や図書館など、700ヵ
所以上の場所に配っているんだよ。

チラシやポスターの発送作業
はっそうさぎょう

お お しひ とて んら ん か い

お くつ く び じ ゅ つ はくぶ つ か ん た い せ つ

し ご と

しょ いじょう ば し ょ く ば

が っ こ う と し ょ か ん

茶の風景展より
「赤楽兎文香合」

戦後70年 ─ 宮崎進の仕事 ─

アメリカ1955
NEW YORK　徳山毛利家には、明治41

（1908）年生まれの12代元靖氏
の初節句にあたって、元家臣
や他家から贈られた武者人形
が伝えられています。

徳山毛利家の
端午飾り

ニューヨーク ウォール街

5月31日（日）まで開催中

5月31日（日）まで開催中

現在の展示は5月31日（日）までです

5月1日（金）～6月30日（火）

■常設観覧料：一 般　200円（160円）　大学生等　100円（80円）
（　）内は20名以上の団体
※18歳以下および70歳以上無料　※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害
者保健福祉手帳、戦傷病者手帳等をご持参の方とその介護の方は無料

林賞受賞記念写真展の会期中（5月15日～24日）は無料
■月曜日休館　※ただし5月4日（月・祝）開館、5月7日（木）休館

周南市美術博物館

常 設 展 示 室
展示室5 まど・みちおコーナー 展示室3 コレクション展示室

展示室4 林忠彦記念室

展示室5 徳山の歴史 特設コーナー
自画像　1953年　油彩・キャンバス

こ
ん
な
作
品
が
や
っ
て
き
た
編

2

2015.05.01

川端康成展より
「凍雲篩雪図」

絵画への招待より
「エロシェンコ氏の肖像」

大和まほろば展より
「棘葉形杏葉」

上：神功皇后と武内宿禰
下：児玉秀雄（児玉源太郎の長男）から贈られた白馬

き
ょ
く
よ
う
け
い
ぎ
ょ
う
よ
う

ご
う

す

つ
ね

い
け
の

う
ら

じ
ゅ
う
べ
ん
ず

よ

さ
ぶ
そ
ん

じ
ゅ
う
ぎ
ず

た
い
が

と
う
う
ん
し
せ
つ

ず

が
み
ぎ
ょ
く
ど
う

あ
か
ら
く
う
さ
ぎ
も
ん
こ
う
ご
う

も
ん

あ
し

み
ず
さ
し

え
が
ら
つ

ほ
ん
あ
み
こ
う
え
つ

し
ゅ
う
ぶ
ん

周南市美術博物館3



尾崎正章常設展
　画家を志して以降、静
物画や女性像を描いてき
た尾崎正章が、はじめて
風景画に取り組んだのが
秋吉台の連作です。
　尾崎は1958年（昭和33）の秋に初めて秋吉台にスケッチに出かけて
います。冬の荒涼とした秋吉台に言葉では表現できない魅力を感じ、
大地にキャンバスを立て、風に吹かれながら制作しました。一方、
山焼きの後の水墨画のような美しさや萌えいずる新緑の鮮やかさに
も感動を覚え、作品に表現しています。
　尾崎が描いた秋吉台の四季をお楽しみください。

コレクション展
　尾崎正章と同じ一水会で活躍する
寺井力三郎、平野敏子の作品と版画
家・土居 健の作品を紹介しています。

　

去
る
3
月
7
日
、
市

民
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
「
フ
ォ
ー
ク
コ
ン

サ
ー
ト
〝
元
気
で
す
〞

2
0
1
5
」（
徳
山
大
学
、

同
校
友
会
主
催
）。始
ま

り
は
2
0
1
1
年
2

月
。
音
楽
を
通
し
て
み
ん
な
を
元
気
に
、

そ
し
て
同
年
に
控
え
て
い
た
山
口
国
体

の
活
力
へ
つ
な
げ
よ
う
と
開
催
。
そ
の

1
ヶ
月
後
に
起
こ
っ
た
の
が
東
日
本
大

震
災
で
し
た
。
翌
年
か
ら
災
害
復
興
支

援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
5
回
目
の

今
年
。
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
は
大
学
O
B

や
地
元
で
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
方
で

す
。
本
番
前
夜
、
リ
ハ
ー
サ
ル
は
遅
く

ま
で
続
き
ま
し
た
。
当
日
朝
9
時
、
メ

ン
バ
ー
の
縁
で
昨
年
に
続
き
下
松
高
校

美
術
部
写
真
班
の
有
志
が
来
館
。
早
速

思
い
思
い
の
撮
影
に
入
り
、
真
剣
な
表

情
で
準
備
か
ら
終
演
ま
で
、
ス
テ
ー
ジ

や
舞
台
裏
を
と
ら
え
ま
す
。
音
や
照
明

の
入
念
な
調
整
は
本
番
直
前
に
よ
う
や

く
終
了
。
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。
き
ら

び
や
か
な
照
明
に
包
ま
れ
ホ
ー
ル
中
に

轟
く
サ
ウ
ン
ド
。静
か
で
優
し
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
〝
フ
ォ
ー
ク
〞。
な
の
に
こ

れ
は
ロ
ッ
ク
の
よ
う
に
熱
く
激
し
い
音

楽
で
す
。
急
に
フ
ォ
ー
ク
が
生
ま
れ
た

時
代
へ
気
分
は
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
当

時
の
活
気
、
若
者
達
の
社
会
へ
の
反
発

…
決
し
て
お
と
な
し
い
音
楽
で
は
な

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
つ
の
時
代

も
最
先
端
の
音
楽
は
そ
の
時
代
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
爆
発
し
た
熱
気
の
中
で
生
ま

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
今

日
新
し
い
音
楽
と
し
て
、
時
代
も
環
境

も
違
う
お
客
様
同
士
が
同
じ
音
楽
を
聴

い
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
に
生
で
触
れ
た
い
、と
改
め
て
思
っ

た
瞬
間
で
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。　
（
斉
藤
）

　

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花

燃
ゆ
」
は
山
口
県
が
舞
台
と

い
う
こ
と
で
、
各
地
で
も
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
す
ね
。
私

に
と
っ
て
、
吉
田
松
陰
と
言

え
ば
幼
い
頃
に
親
が
買
っ
て

く
れ
た
『
若
き
志
士
』（
監
修
：

奈
良
本
辰
也 

製
作
：
ぎ
ょ
う
せ
い
）
と
い
う
漫
画
本

で
す
。
た
し
か
松
下
村
塾
に
観
光
に
行
っ
た

時
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
大
切
に
持
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
館
で
も
こ
の
度
の
「
林
忠
彦
オ

リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
展
」
は
、「
花
燃
ゆ
」
に

ち
な
ん
で
、「
若
き
修
羅
た
ち
の
里 

│ 

長
州

路
」を
展
示
し
ま
す
。「
太
宰
治
」を
代
表
作
に
、

人
物
写
真
の
雄
と
言
わ
れ
る
林
忠
彦
で
す

が
、
風
景
写
真
も
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
長
州
路
」
は
、
幕
末
ゆ
か
り
の
地
に

限
ら
ず
、
旧
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
や
錦
帯
橋
、

関
門
海
峡
、
そ
し
て
人
間
魚
雷
「
回
天
」
の

基
地
な
ど
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
カ
ラ
ー
作

品
で
あ
り
な
が
ら
独
特
の
重
厚
さ
を
感
じ
る

力
強
い
カ
ッ
ト
は
、
ま
さ
に
時
代
時
代
の
修

羅
た
ち
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
か
の
よ
う

で
す
。

　

一
方
で
、〝
二
十
数
年
前
か
ら
見
つ
け
て
い

た
〞
と
い
う
林
曰
く
、
念
願
の
萩
の
武
家
屋

敷
で
の
カ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。「
な
る
ほ
ど
。

こ
の
角
度
！
」
と
頷
く
方
も
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
実
際
に
行
っ
て
確
か
め
た
く
な

る
ア
ン
グ
ル
で
す
。
日
頃
、
何
と
な
く
写
真

を
撮
り
た
く
な
る
風
景
に
遭
遇
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
何
十
年
も
心
に
留
め
て
お
く
こ

と
は
な
か
な
か
な
い
で
し
ょ
う
。
林
の
情
熱

を
感
じ
る
一
枚
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
な
ぜ
「
林
忠
彦
賞
」

の
決
定
や
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
展
」
の

開
催
が
毎
年
こ
の
時
期
な
の
か
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
…
ち
ゃ
ん
と
理
由
が
あ
り
ま
す
。

3
月
5
日
は
林
忠
彦
の
誕
生
日
な
の
で
す
。

（
武
居
）

ミニコラム

ミニコラム

　

新
緑
の
美
し
い
5

月
。
芽
吹
い
た
ば
か
り

の
や
わ
ら
か
い
木
々
の

葉
は
風
に
そ
よ
ぎ
、
そ

の
隙
間
か
ら
こ
ぼ
れ
る

陽
の
光
が
と
て
も
や
さ

し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
自
然
の
変
化
に
富
む
日

本
に
は
、
平
安
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て

き
た
「
和
色
」
と
呼
ば
れ
る
美
し
い
伝

統
色
が
あ
り
ま
す
。
山
吹
色
や
牡
丹
色

な
ど
、
ど
の
色
も
名
前
を
聞
く
だ
け
で

イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
、
日
本
人
の
心
の

豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
春
に
萌
え

出
た
若
葉
の
様
な
冴
え
た
黄
緑
色 

│ 

「
萌
黄
色
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
季
節
の
色

で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
は
、
文
化
会
館
内
に
も
和
色

を
感
じ
る
素
敵
な
空
間
が
、
ホ
ー
ル
ロ

ビ
ー
に
あ
る
事
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
グ
ラ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
三
浦
啓

子
さ
ん
に
よ
る
「
瀬
戸
内
海
の
黎
明
」

と
名
付
け
ら
れ
た
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
で
す
。
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
の
風

景
が
、
大
胆
な
構
図
と
配
色
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
3
つ
の
色 

│ 

「
紺
碧
色
」
は
瀬
戸
内
海
の
静
寂
を
、「
茜

色
」
は
目
覚
ま
し
い
勢
い
で
伸
び
る
瀬

戸
内
の
産
業
と
文
化
を
、そ
し
て「
白
」は

透
明
な
光
で
、
瀬
戸
内
海
を
望
む
清
ら

か
な
人
々
の
心
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

黎
明
と
は
夜
明
け
、
新
し
い
文
化
や

時
代
の
始
ま
り
。
静
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
る
こ
の
作
品
で
す
が
、
西
か
ら

光
が
射
し
込
む
時
間
に
は
、
や
さ
し
く

の
び
る
光
で
柔
ら
か
な
表
情
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
眺
め
て
い
た

い
私
の
大
好
き
な
場
所
で
す
。

　

文
化
会
館
に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
、

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
の
西
側
に
目
を
向
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。　　
　
　
（
西
村
真
美
）

ミニコラム

　

去
る
3
月
7
日
、

市
民
館
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
「
フ
ォ
ー

ク
コ
ン
サ
ー
ト
〝
元

気
で
す
〞
2
0
1
5
」

（
徳
山
大
学
、同
校
友

会
主
催
）。始
ま
り
は

2
0
1
1
年
2
月
。
音
楽
を
通
し
て
み

ん
な
を
元
気
に
、
そ
し
て
同
年
に
控

え
て
い
た
山
口
国
体
の
活
力
へ
つ
な
げ

よ
う
と
開
催
。
そ
の
1
ヶ
月
後
に
起

こ
っ
た
の
が
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。

翌
年
か
ら
災
害
復
興
支
援
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
と
し
て
5
回
目
の
今
年
。
バ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
は
大
学
O
B
の
ア
マ
チ
ュ

ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
で
す
。
本
番

前
夜
、
リ
ハ
ー
サ
ル
は
遅
く
ま
で
続
き

ま
し
た
。
当
日
朝
9
時
、
メ
ン
バ
ー
の

縁
で
昨
年
に
続
き
下
松
高
校
美
術
部

写
真
班
の
有
志
が
来
館
。
早
速
思
い

思
い
の
撮
影
に
入
り
、
真
剣
な
表
情

で
準
備
か
ら
終
演
ま
で
、
ス
テ
ー
ジ
や

舞
台
裏
を
と
ら
え
ま
す
。
音
や
照
明

の
入
念
な
調
整
は
本
番
直
前
に
よ
う

や
く
終
了
。
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。
き

ら
び
や
か
な
照
明
に
包
ま
れ
ホ
ー
ル

中
に
轟
く
サ
ウ
ン
ド
。
静
か
で
優
し
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
〝
フ
ォ
ー
ク
〞。

な
の
に
こ
れ
は
ロ
ッ
ク
の
よ
う
に
熱
く

激
し
い
音
楽
で
す
。
急
に
フ
ォ
ー
ク
が

生
ま
れ
た
時
代
へ
気
分
は
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
。
当
時
の
活
気
、
若
者
達
の
社

会
へ
の
反
発
…
決
し
て
お
と
な
し
い

音
楽
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
つ
の
時
代
も
最
先
端
の
音
楽
は
そ

の
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆
発
し
た
熱

気
の
中
で
生
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
今
日
新
し
い
音
楽
と
し

て
、
時
代
も
環
境
も
違
う
お
客
様
同

士
が
同
じ
音
楽
を
聴
い
て
い
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
に
生
で
触
れ

た
い
、と
改
め
て
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

で
し
ょ
う
か
。　　
　
　
　
　
（
斉
藤
）

ミニコラム
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ミニコラム

Animal 2009-02

インフォメーション
A R T  a n d  H I S T O R Y

周　南

防　府

山　口

　萩

長　門

下　関

島　根

広　島

福　岡

■周南市文化会館 ℡0834-22-8787
●「爽やかな風　みんなでＨＡＮＡそう」池坊徳山支部青年部花展
　5/17（日）
■周南市美術博物館 ℡0834-22-8880
●日本光画会山口支部発足10周年記念写真展
　5/2（土）～5/4（月・祝）
●第43回山口県写真作家集団会員展
　5/6（水・休）～5/10（日）
●第24回林忠彦賞受賞記念写真展　「STREET RAMBLER」
　5/15（金）～5/24（日）
●第13回宝会書法展
　5/28（木）～5/31（日）
■周南市郷土美術資料館 ℡0834-62-3119
●尾崎正章常設展「四季を感じて ─ 秋吉台を描く」
　～5/31（日）
●コレクション展
　～5/31（日）
■毛利博物館 ℡0835-22-0001
●［企画展］端午
　～5/24（日）
■山口県立美術館 ℡083-925-7788
●［特別展］篠山紀信展 写真力 THE PEOPLE by KISHIN
　～6/14（日）
■中原中也記念館 ℡083-932-6430
●［企画展Ⅰ］「中原中也賞の20年」
　～7/26（日）
■山口県立萩美術館・浦上記念館 ℡0838-24-2400
●［特別展］2015年NHK大河ドラマ特別展「花燃ゆ」
　～5/24（日）
■萩博物館 ℡0838-25-6447
●［特別展］長州男児、愛の手紙
　吉田松陰から盟友小田村伊之助へ　久坂玄瑞から妻文へ
　～6/21（日）
■香月泰男美術館 ℡0837-43-2500
●［企画展］香月泰男 版画展
　─ エッチング・石版画（リトグラフ）・木版画 ─
　～6/1（月） 
■下関市立美術館 ℡083-245-4131
●［所蔵品展］
　特集1：「線」のことば ─ 芳崖、フジタを中心に
特集2：お披露目！ 新コレクション

　～5/17（日）

■島根県立石見美術館 ℡0856-31-1860
●［企画展］HANAE MORI HAUTE COUTURE
　森英恵　仕事とスタイル
　～6/8（月）
■広島県立美術館 ℡082-221-6246
●［特別展］スペイン・ リアリズム絵画の異才 磯江毅 
　─ 広島への遺言 ─ 展
　～5/24（日） 
■広島市現代美術館 ℡082-264-1121
●［特別展］赤瀬川原平の芸術原論展　1960年代から現在まで
　～5/31（日）
■ひろしま美術館 ℡082-223-2530
●［特別展］毛利博物館所蔵「毛利家の国宝・至宝展」
　国宝・雪舟筆「山水長巻」と大名文化でみる日本伝統美の世界 
　～5/31（日）
■広島県立歴史博物館 ℡084-931-2513
●［企画展］尾道・浄土寺の寺宝展 ─ 瀬戸内の精華 ─
　～6/7（日）
■九州国立博物館 ℡050-5542-8600
●［特別展］九州国立博物館開館10周年記念特別展
　戦国大名 ─ 九州の群雄とアジアの波涛 ─
　～5/31（日）
■北九州市立美術館・本館 ℡093-882-7777
●［コレクション展Ⅲ］特集　版画芸術への誘い［後期］
　4/29（水・祝）～6/28（日）
■北九州市立美術館・分館 ℡093-562-3215
●［企画展］生誕100周年　トーベ・ヤンソン展
　～ムーミンと生きる～
　5/23（土）～7/5（日）
■福岡市美術館 ℡092-714-6051
●［特別展］アンコール・ワットへのみち　神々の彫像
　～6/14（日）
■福岡市博物館 ℡092-845-5011
●［特別展］宮沢賢治賞受賞記念　藤城清治展　愛の贈りもの
　～5/24（日）

●中村幸枝さん
　来館日

日時：3月1日（日）、7日（土）、14日（土）、
　　　15日（日）　いずれも14時～16時

日
時

～永源山公園の中にある美術館～
2015年、開館20年を迎えます。

周南市郷土美術資料館・尾崎正章記念館
9時30分～17時（入館は16時30分まで）
観覧料：一般200円（160円） 学生100円（80円）
（ 　）内は20名以上の団体　※18歳以下および70歳以上無料
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳等
をご持参の方とその介護の方は無料
休館日：月曜日　※ただし5月4日（月・祝）開館、5月7日（木）休館

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳等
をご持参の方とその介護の方は無料

■尾崎正章常設展
「四季を感じて ─ 秋吉台を描く」
■コレクション展

尾崎正章常設展「四季を感じて ─ 秋吉台を描く」
コレクション展

中村幸枝絵画展 ─ 静かな日 ─
尾崎正章常設展「橋のある風景」

5月31日（日）まで開催中

3月28日（土）～5月31日（日）

次回展覧会
■尾崎正章常設展「四季を感じて ─ 秋吉台を描く」
■コレクション展　　　　　　3月28日（土）～5月31日（日）

その他の2月の展覧会　周南市美術博物館［展示室1・2］

●
第
4
回
周
南
美
術
連
盟
展

﹇
展
示
室
1
・
2
﹈

　

2
月
3
日（
木
）〜
6
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

　

最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

　

入
場
無
料

●
第
１０
回
書
游
会
書
作
展

﹇
展
示
室
1
・
2
﹈

　

2
月
11
日（
金
・
祝
）〜
13
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　

　

入
場
無
料

●
第
45
回
日
本
光
画
会
写
真
展「
光
展
」

﹇
展
示
室
1
・
2
﹈

　

2
月
17
日（
木
）〜
20
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

　

入
場
無
料

●
Y
I
C
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

　

進
級
・
卒
業
制
作
展﹇展

示
室
1
・
2
﹈

　

2
月
25
日（
金
）〜
27
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）　

　

入
場
無
料

■
創
立
40
周
年
記
念

　

山
口
県
写
真
作
家
集
団
会
員
展

　

8
月
30
日（
木
）〜
9
月
2
日（
日
）

　

お
問
合
せ
：
中
川

　
（
0
8
3
4
・
2
8
・
6
3
4
2
）

■
第
17
回
ニ
ッ
コ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

山
口
支
部
会
員
展

　

9
月
7
日（
金
）〜
9
日（
日
）

　

※
9
日（
日
）ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
レ
ビ
ュ
ー

　
　

＆
作
品
批
評

　
　
（
写
真
家
ハ
ナ
ブ
サ
・
リ
ュ
ウ
先
生
に
よ
る
）

　

お
問
合
せ
：
上
本

　
（
0
8
0
・
1
9
0
7
・
1
9
6
7
）

■
周
南
和
裁
服
装
学
院 

作
品
展

　

│ 

布
恋
子（
ふ
れ
ん
ず
） 

│

　

9
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）

　

●
開
場
は
午
前
10
時

　

※
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で

　

お
問
合
せ
：
山
本

　
（
0
8
3
3
・
4
3
・
4
1
0
4
）

その他の9月の展覧会　周南市美術博物館［展示室1・2］

■
創
立
40
周
年
記
念

　

山
口
県
写
真
作
家
集
団
会
員
展

　

8
月
30
日（
木
）〜
9
月
2
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　

入
場
無
料

　

お
問
合
せ
：
中
川

　
（
0
8
3
4
・
2
8
・
6
3
4
2
）

■
第
17
回
ニ
ッ
コ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

山
口
支
部
会
員
展

　

9
月
7
日（
金
）〜
9
日（
日
）

※
9
日（
日
）ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

　
　

レ
ビ
ュ
ー
＆
作
品
批
評

　
　
（
写
真
家
ハ
ナ
ブ
サ
・
リ
ュ
ウ
先
生
に
よ
る
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　

入
場
無
料

　

お
問
合
せ
：
上
本

　
（
0
8
0
・
1
9
0
7
・
1
9
6
7
）

■
周
南
和
裁
服
装
学
院 

作
品
展

　

│ 

布
恋
子（
ふ
れ
ん
ず
） 

│

　

9
月
14
日（
金
）〜
16
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

　

入
場
無
料

　

お
問
合
せ
：
山
本

　
（
0
8
3
3
・
4
3
・
4
1
0
4
）

その他の6月の展覧会
周南市美術博物館［展示室1・2］

●
第
19
回
日
本
習
字
教
育
財
団

　
　

墨
水
会
書
展﹇

展
示
室
1
・
2
﹈

　

6
月
18
日（
土
）〜
19
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

　

入
場
無
料

その他の
7月の展覧会
周南市美術博物館
［展示室1・2］

●
2
回
目　

遊
工
房
の
こ
ど
も
た
ち

　

7
月
24
日（
土
）〜
25
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　

入
場
無
料

●
第
32
回
山
口
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

展
示
部
門（
美
術
・
工
芸
、書
道
、写
真
）

　

11
月
12
日（
金
）〜
14
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

　

入
場
無
料

そ
の
他
の
11
月
の
展
覧
会　
周
南
市
美
術
博
物
館﹇
展
示
室
1・2
﹈

●
第
6
回
周
南
書
道
連
盟

　

11
月
5
日（
木
）〜
7
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

　

入
場
無
料

尾崎正章　「北の港の子たち」　1978年　油彩・キャンバス

香月泰男　「八代の鶴」
1963年　クレヨン、墨・紙

次回展覧会
林忠彦写真展　東海道を撮るⅡ
尾崎正章常設展（仮称）
3月29日（火）～6月5日（日）

その他の1月の展覧会
周南市美術博物館［展示室1・2］

●
第
5
回
周
南
美
術
連
盟
展

﹇
展
示
室
1
・
2
﹈

1
月
20
日（
金
）〜
22
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
（
初
日
は
13
時
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

　

入
場
無
料

●
第
39
回

　

山
口
県
写
真
作
家
集
団
会
員
展

﹇
展
示
室
1
﹈

1
月
26
日（
木
）〜
29
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　

入
場
無
料

そ
の
他
の
9
月
の
展
覧
会

周
南
市
郷
土
美
術
資
料
館

●
無
い
先
を
有
る
モ
ノ
に
す
る
た
め
に

﹇
小
展
示
室
﹈

　

〜
9
月
4
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　

入
場
無
料

　

お
問
合
せ
：
切
戸
章
平

（
0
8
0
・
1
9
3
0
・
5
9
7
7
）

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

9
月
5
日（
月
）か
ら
27
日（
火
）ま
で
展
示
替
及
び

施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、8
月
6
日（
土
）は
、サ
ン
フ
ェ
ス
タ
し
ん
な
ん

よ
う
花
火
大
会
の
た
め
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。な

お
、雨
天
の
場
合
は
順
延
に
な
る
た
め
、7
日（
日
）

も
休
館
し
ま
す
。

尾崎正章「錦帯橋1」
制作年不詳　コンテ・紙　周南市郷土美術資料館蔵

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

郷
土
美
術
資
料
館
は
1
月
13
日（
金
）ま
で
機
器

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
展
示
替
の
た
め
、休
館
し
ま
す
。

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

入
場
無
料

そ
の
他
の
9
月
の
展
覧
会

周
南
市
美
術
博
物
館﹇
展
示
室
1・2
﹈

■第41回山口県写真作家集団会員展［展示室1］　5月30日（木）～6月2日（日）

午前9：30～午後5：00（入館は午後4：30まで）　入場無料
その他の6月の展覧会　周南市美術博物館

■グループ風車の会　10月12日（土）～14日（月・祝）（最終日は午後4：00まで）

午前9：30～午後5：00（入館は午後4：30まで）　入場無料
その他の10月の展覧会　周南市郷土美術資料館・尾崎正章記念館［ワークルーム］

■
周
南
市
学
校
美
術
展﹇

展
示
室
1
・
2
・
3
﹈

11
月
2
日（
金
）〜
4
日（
日
）

※
最
終
日
は
午
後
3
時
30
分
ま
で

お
問
合
せ
：
熊
毛
中
学
校
・
藤
村

（
0
8
3
3
・
9
1
・
0
6
5
1
）

■
第
10
回
周
南
陶
芸
連
盟
展﹇展

示
室
1
・
2
﹈

11
月
10
日（
土
）〜
11
日（
日
）

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

お
問
合
せ
：
井
上

（
0
9
0
・
7
5
0
5
・
4
7
6
2
）

■
第
31
回
美
術
文
化
山
口
グ
ル
ー
プ
展

﹇
展
示
室
1
・
2
﹈

11
月
15
日（
木
）〜
18
日（
日
）

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

お
問
合
せ
：
船
本

（
0
8
3
4
・
2
5
・
3
0
8
2
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

入
場
無
料

そ
の
他
の
11
月
の
展
覧
会

周
南
市
美
術
博
物
館

■
第
41
回
山
口
県
写
真
作
家
集
団
会
員
展

﹇
展
示
室
1
﹈

　

5
月
30
日（
木
）〜
6
月
2
日（
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

入
場
無
料

そ
の
他
の
6
月
の
展
覧
会

周
南
市
美
術
博
物
館

●西尾 司 氏による作品解説（手話通訳付）
日時：6月28日（土）9時30分～〈正午までは入場無料〉

●西尾 司 氏によるワークショップ
日時：7月20日（日）10時30分～16時（随時）
参加無料。どなたでも参加自由です。洗濯ばさみを使っ
て、恐竜を作ります。

（上）「ある風景」 2009年 　油彩・キャンバス
（下）「ある風景」 2012年　 油彩・キャンバス

「静物（二）」制作年不詳

尾崎正章「仲よし」 1984年

平野敏子

土居  健

寺井力三郎

●田畑三男氏による
　作品解説（手話通訳付）

日時：10月11日（土）9時30分～
　　　〈正午までは入場無料〉

●中村幸枝氏による
　作品解説（手話通訳付）

日時：1月17日（土）9時30分～
　　　〈正午までは入場無料〉

●ミニコンサート
出演：中央女声合唱団

日時：2月15日（日）14時～
　　　〈正午からは入場無料〉

●中村幸枝氏による
　作品解説（手話通訳付）
日時：1月17日（土）9時30分～
　　　〈正午までは入場無料〉

●ミニコンサート
日時：2月15日（日）14時～
　　　〈正午からは入場無料〉
出演：中央女声合唱団

●田畑三男さんによるワークショップ
田畑さん手作りの道具を使って、粘土を削ったり、穴を開けたりして
ランプシェードを作ってみませんか。
日　時：11月2日（日）、24日（月・休）、30日（日）
　　　　いずれも13時30分～16時
参加費：500円（観覧料、材料費込み）
定　員：5名（先着順、電話申込）
※詳細は郷土美術資料館（0834-62-3119）までお問合せください。

●田畑さん来館予定／毎週土曜14時～16時

作品の制作過程について、詳しく話される
田畑さん。インタビュアーは有田館長。

田畑三男　陶のあかり展 ［展示室中・小］
尾崎正章常設展「旅の風景」 ［展示室大］

10月11日（土）～12月14日（日）
※常設展は12月21日（日）まで

「シューベルトを聴く」
2011年　油彩・キャンバス

「遥」
2007年　油彩・キャンバス

「備讃瀬戸」　1996年　油彩・キャンバス

尾崎正章常設展「各地を旅して ─ 灯台を描く」
青山英和作品展（仮称）
尾崎正章常設展「ふるさと福川を描くⅠ」
中川十七江作品展（仮称）
尾崎正章常設展「ふるさと福川を描くⅡ」
江藤千代子作品展（仮称）

6/20（土）～ 8/30（日）
6/20（土）～ 8/23（日）

9/26（土）～12/ 6（日）
9/26（土）～11/29（日） 

1/16（土）～ 3/13（日）

27年度のスケジュール
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